
県
営
住
宅
１
号
館
に
隣
接
し
て

完
成
し
た
西
部
地
域
健
康
セ
ン
タ

ー
は
、
三
世
代
が
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
目
指
し
高
齢
者
の
生
き
が

い
と
健
康
づ
く
り
活
動
及
び
子
育

て
支
援
活
動
の
場
を
提
供
し
、
地

域
住
民
の
積
極
的
な
参
加
と
自
主

的
な
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
こ
で
は
、
次
の
事
業
が
行
わ

れ
ま
す
。

一
般
入
浴

○
入

浴

日

月
・
水
・
金

○
入
浴
時
間

午
前
11
時
～
午
後
４
時

○
対

象

一
般
住
民

○
入
浴
料
金

200
円

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
実
施
日

毎
週
水
曜
日

○
時
間

午
前
10
時
～
午
後
２
時

○
対
象
者

・
熊
野
町
に
住
所
を
有
す
る
人

・
介
護
保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い

比
較
的
元
気
な
人

・
お
お
む
ね
、
60
歳
以
上
の
人
で
、

ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
や
昼
間
ひ

と
り
に
な
る
人

・
生
活
習
慣
病
な
ど
で
健
康
管
理

の
必
要
な
人

○
内

容

仲
間
と
語
り
合
い
、
楽
し
く
活

動
す
る
憩
い
の
場
で
す
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
入
浴
、
昼
食

ゲ
ー
ム
、
野
外
散
策
、
健
康
体
操

な
ど
生
き
が
い
づ
く
り
と
介
護
予

防
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

○
利
用
料

１
人
１
回

700
円

（
昼
食
代
を
含
む
）

○
利
用
申
込
先

健
康
課（
℡
855

１
７
５
５
）･

西
部
地

域
健
康
セ
ン
タ
ー（
℡
820
５
５
０
１
）

・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
せ
い

わ
園（
℡
854

２
０
８
６
）

生
き
が
い
活
動
と
し
て
の
文
化
講
座

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
高
齢
者

の
書
道
、
絵
手
紙
、
園
芸
、
小
物

作
り
な
ど
趣
味
活
動
の
講
座
を
実

施
し
ま
す
。

保
健
事
業
・
介
護
予
防
教
室

生
活
習
慣
病
予
防
、
転
倒
予
防
、

栄
養
指
導
、
健
康
相
談
等
の
保
健

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業

子
育
て
家
庭
の
保
護
者
や
児
童

に
関
す
る
相
談
、
妊
産
婦
、
乳
幼

児
の
相
談
、
妊
婦
教
室
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
活
動
、
各
種
子
育
て
に

関
す
る
情
報
提
供
等
の
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

℡
820
―
５
５
０
２

三
世
代
交
流
事
業

子
育
て
世
代
、
児
童
、
高
齢
者

の
三
世
代
が
、
昔
遊
び
や
伝
承
芸

能
、
小
物
作
り
、
合
同
行
事
な
ど

を
通
じ
て
交
流
を
図
る
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

児
童
ク
ラ
ブ

保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い

第
三
小
学
校
の
低
学
年
児
童
を
対

象
に
、
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成

事
業
を
行
い
ま
す
。
時
間
は
下
校

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
す
。

○
申
込
み
・
問
合
せ
先

福
祉
課

℡
820
―
５
６
０
５

総
合
問
合
せ
先

〒
731

４
２
２
７

貴
船
99

西
部
地
域
健
康
セ
ン
タ
ー

℡
820
―
５
５
０
１
（
代
表
）
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～
住
み
慣
れ
た
地
域
で
世
代
を
こ
え
て

生
き
生
き
と
健
康
に
暮
す
た
め
に
～

西
部
地
域
健
康
セ
ン
タ
ー
完
成

６
月
１
日

オ
ー
プ
ン

＝ 位置図 ＝

＝ 配置図 ＝

※
配
置
図
中
の
番
号
は
、
次
の
事
業
が
行
わ
れ
る

部
屋
を
示
し
て
い
ま
す
。

①

一
般
入
浴

②

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

③

子
育
て
支
援
事
業

④

三
世
代
交
流
事
業

⑤

児
童
ク
ラ
ブ



今
後
、
合
併
議
論
を
進
め
る
う

え
で
、
近
隣
市
町
の
人
口
規
模
や

日
常
生
活
圏
の
範
囲
な
ど
に
つ
い

て
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
近
隣
市
町
と
の
人

口
推
移
の
比
較
、
通
勤
・
通
学
先

の
状
況
及
び
昼
間
人
口
の
比
率
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ず
、
人
口
推
移
に
つ
い
て
は
、

平
成
７
年
か
ら
平
成
12
年
を
見
る

と
、
近
隣
で
は
、
呉
市
と
坂
町
の

人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
東

広
島
市
、
熊
野
町
、
広
島
市
で
は

増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
東
広
島

市
の
増
加
率
は
、
県
内
で
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
で
は
こ
の
５
年
間

に
新
た
な
宅
地
開
発
な
ど
が
進
ん

だ
た
め
、
今
回
1.8
％
の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成
２
年
か
ら
平

成
７
年
で
は
、
1.2
％
の
減
少
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
、
前
回
減
少
か

ら
今
回
増
加
に
転
じ
た
の
は
、
県

内
で
は
、
本
町
と
福
富
町
の
２
町

の
み
で
す
。

次
に
、
平
成
７
年
国
勢
調
査
で

15
歳
以
上
の
通
勤
・
通
学
者
総
数

は
、
１
５
、
０
０
６
人
で
、
そ
の

状
況
は
図
１
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

通
勤
・
通
学
先
は
、
町
内
が
43.2

％
と
最
も
多
く
、
他
の
市
町
へ
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人
は
、
広
島

市
が
27.3
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で

呉
市
が
9.6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
、
昼
間
人
口
の
比
率
で
す

が
、
こ
れ
は
、
本
来
住
ん
で
い
る

人
口
（
常
住
人
口
）
に
対
し
て
、

日
中
も
通
勤
な
ど
で
、
他
の
市
町

に
行
か
ず
、
町
内
に
残
っ
て
い
る

人
口
の
割
合
で
す
。

本
町
で
は
、
常
住
人
口
100
人
あ

た
り
の
昼
間
人
口
が
73.1
人
と
な
っ

て
お
り
、
昭
和
60
年
の
国
勢
調
査

か
ら
３
回
連
続
で
、

県
内
で
１
番
昼
間

人
口
の
流
出
割
合

が
多
い
町
と
な
り
、

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化

が
進
ん
で
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま

す
。

（
企
画
課
）
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シ
リ
ー
ズ

市
町
村
合
併
③

《近隣市町との人口推移比較》 （単位：人）

区 分 熊 野 町 広 島 市 呉 市 東広島市 府 中 町 海 田 町 坂 町

平成12年人口 25,392 1,126,282 203,147 123,418 50,678 30,043 12,276

平成７年人口 24,953 1,108,888 209,485 113,939 50,676 30,047 12,419

人 口 増 加 率 1.8％ 1.6％ －3.0％ 8.3％ 0.0％ 0.0％ －1.2％

職員１人当たり
の 人 口 143 98 78 146 130 123 98

※平成12年人口は平成12年国勢調査速報値

《昼間人口の比率》 （単位：人）

区 分 常住人口 昼間人口
常 住 人 口
100人あたり
の昼間人口

熊 野 町 24,953 18,248 73.1

広 島 市 1,106,763 1,151,314 104.0

呉 市 209,476 210,763 100.6

東広島市 113,939 112,901 99.1

府 中 町 50,642 55,562 109.7

海 田 町 30,047 31,808 105.9

坂 町 12,419 14,291 115.1

図１．15歳以上の
通勤・通学先の状況

※平成12年国勢調査結果が出ていないため、
平成７年国勢調査結果を使用


